
関西学院大学
「スーパーグローバル大学」
構想のポイント

１ 全学生に課す「ダブルチャ
レンジ制度」

　2  協定校への派遣学生数日本一
　3  国連・国際機関等へのゲー
トウェイを創設

　4  国際通用性のある質保証シ
ステムを構築

　5  ガバナンス改革による総合
的マネジメント実現

第１回（今号）
『構想概要』編
第２回（12／22号）
『国連・国際機関』編
第３回（12／29・1／5合併号）
『ダブルチャレンジ制度』編
をお送りします。
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文
部
科
学
省
で
は
国
際
競
争
力
の
高
い
大
学

の
育
成
を
目
的
と
す
る
重
点
支
援
施
策
「
ス
ー

パ
ー
グ
ロ
ー
バ
ル
大
学
創
成
支
援
」
を
公
募
。

２
つ
の
タ
イ
プ
に
分
け
て
審
査
を
進
め
て
き
た

が
、こ
の
ほ
ど
タ
イ
プ
Ｂ「
グ
ロ
ー
バ
ル
化
牽
引

型
」
に
関
西
学
院
大
学
の
構
想
が
採
択
さ
れ
た
。

　

ち
な
み
に
タ
イ
プ
Ａ
は
世
界
大
学
ラ
ン
キ
ン

文
部
科
学
省
の
支
援
事
業「
ス
ー
パー
グ
ロ
ー
バル
大
学
」に
採
択

「
国
際
性
豊
か
な

学
術
交
流
の
母
港
」を
目
指
す

グ
１
０
０
位
以
内
を
目
指
す
「
ト
ッ
プ
型
」
で
、

16
大
学
が
申
請
し
て
旧
帝
国
大
学
を
中
心
に

13
大
学（
う
ち
私
立
は
２
大
学
の
み
）を
採
択
。

　

一
方
、
タ
イ
プ
Ｂ
は
93
大
学
が
申
請
し
た
が
、

採
択
さ
れ
た
の
は
24
大
学
と
厳
し
い
結
果
と
な

っ
た
（
関
西
の
私
立
で
は
２
大
学
の
み
）。

大
学
の
教
育
改
革
が

真
の
ね
ら
い

　

そ
れ
だ
け
に
「
た
と
え
不
採
択
に
な
っ
た
と

し
て
も
本
学
と
し
て
や
り
抜
く
べ
き
構
想
を
立

案
し
ま
し
た
が
、
評
価
の
向
上
と
財
政
支
援
が

伴
う
だ
け
に
、
や
は
り
安
堵
と
大
き
な
喜
び
を

感
じ
ま
す
」
と
村
田
治
学
長
は
語
る（
以
下
同
）。

　

同
大
学
は
メ
ソ
ヂ
ス
ト
教
会
系
（
プ
ロ
テ
ス

タ
ン
ト
）
の
若
き
宣
教
師
、
ウ
ォ
ル
タ
ー
・

R
・
ラ
ン
バ
ス
が
１
８
８
９
年
に
神
戸
に
創
立

し
た
小
さ
な
私
塾
を
ル
ー
ツ
と
し
て
い
る
。
そ

の
後
、
ラ
ン
バ
ス
は
世
界
各
地
を
巡
っ
て
医
療

と
伝
道
活
動
に
生
涯
を
捧
げ
た
こ
と
か
ら
、
開

学
当
初
よ
り
国
際
性
と
社
会
貢
献
を
大
切
に
し

て
き
た
。
２
０
１
２
年
の
文
部
科
学
省
「
グ
ロ

ー
バ
ル
人
材
育
成
推
進
事
業
」
に
も
採
択
さ
れ

て
い
る
が
、「
今
回
の『
ス
ー
パ
ー
グ
ロ
ー
バ
ル

大
学
』
の
中
心
的
な
テ
ー
マ
は
、
国
際
化
も
さ

る
こ
と
な
が
ら
、
大
学
と
教
育
・
研
究
の
抜
本

的
な
改
革
な
の
で
す
」
と
い
う
。

「
具
体
的
に
は
、
世
界
の
大
学
と
わ
た
り
合
え

る
世
界
標
準
の
教
育
モ
デ
ル
の
提
案
。
本
学
で

は
『
ダ
ブ
ル
チ
ャ
レ
ン
ジ
制
度
』
を
コ
ア
と
し

て
、
学
生
が
国
内
外
で
自
ら
主
体
的
に
学
び
、

タ
フ
な
人
材
に
成
長
で
き
る
新
し
い
教
育
を
推

進
し
ま
す
」

　

こ
の
構
想
の
詳
細
を
３
回
に
分
け
て
連
載
す

る
。
そ
の
第
１
回
と
し
て
、
村
田
学
長
に
全
体

的
な
概
要
を
聞
い
た
。

関
西
学
院
大
学

関
西
学
院
大
学
は
今
年
で
創
立
１
２
５
周
年
。こ
の
記
念
す
べ
き
年
に
、

文
部
科
学
省
が
公
募
し
た「
ス
ー
パ
ー
グ
ロ
ー
バ
ル
大
学
創
成
支
援
」に
採
択
さ
れ
た
。

開
学
当
初
か
ら
国
際
性
豊
か
な
教
育
機
関
だ
っ
た
が
、

世
界
レ
ベ
ル
の
教
育・研
究
を
目
指
し
て
、抜
本
的
な
大
学
改
革
を
推
進
し
て
い
く
と
い
う
。



包括的な
職員

欧
米
で
も

大
学
改
革
が
進
行
中

　

日
本
の
社
会
も
企
業
も
急
速
に
国
際

化
し
て
お
り
、
大
学
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化

は
時
代
の
要
請
と
思
え
る
が
、
村
田
治

学
長
は
も
っ
と
大
き
な
背
景
が
あ
る
と

指
摘
す
る
。

「
大
学
進
学
率
は
50
%
を
超
え
、
学
生

の
質
も
変
化
し
て
き
た
の
で
、
大
学
も

そ
れ
に
対
応
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

欧
米
の
大
学
も
同
じ
で
す
が
、
す
で
に

教
育
改
革
に
着
手
し
て
お
り
、
そ
れ
が

『
ス
ー
パ
ー
グ
ロ
ー
バ
ル
大
学
創
成
支

援
』
の
背
景
に
な
っ
て
い
る
の
で
す
」

　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
学
位
制
度
な
ど
を

統
一
化
す
る
「
チ
ュ
ー
ニ
ン
グ
」
が
進

行
中
。
ア
メ
リ
カ
の
大
学
で
も
伝
統
的

な
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
を
見
直
し
て
い
る
。

世
界
の
若
者
は
留
学
生
と
し
て
流
動
性

３
つ
の「
ア
ウ
ェ
イ

プ
ロ
グ
ラ
ム
」か
ら
選
択

　

こ
の
「
ダ
ブ
ル
チ
ャ
レ
ン
ジ
制
度
」

で
は
、
学
生
は
所
属
す
る
学
部
の
主
専

攻
の
学
び
を
「
ホ
ー
ム
チ
ャ
レ
ン
ジ
」

と
し
て
、
も
う
１
つ
の
「
ア
ウ
ェ
イ
チ

ャ
レ
ン
ジ
」
を
全
員
に
課
す
（
２
０
１

９
年
度
新
入
生
よ
り
）。

　

上
の
図
の
よ
う
に
、
母
国
を
出
て
世

界
を
知
る
「
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
プ

ロ
グ
ラ
ム
」、所
属
学
部
以
外
の
他
分
野

を
学
ぶ
「
副
専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム
」、学

校
を
出
て
実
社
会
を
経
験
す
る
「
ハ
ン

ズ
オ
ン
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
・
プ
ロ
グ
ラ

ム
」
の
３
つ
が
用
意
さ
れ
て
お
り
、
学

生
は
こ
の
う
ち
１
つ
以
上
を
選
択
し
て

取
り
組
む
わ
け
だ
。

２
人
に
１
人
が
留
学

　

中
で
も
「
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
プ

ロ
グ
ラ
ム
」
は
、
大
学
全
体
の
飛
躍
的

な
国
際
化
が
テ
ー
マ
だ
。
海
外
の
協
定

校
に
留
学
す
る
学
生
数
は
年
間
で
約

9
0
0
人
と
全
国
第
４
位
（
日
本
学
生

支
援
機
構
、
平
成
24
年
度
調
査
）
だ
が
、

こ
れ
を
２
５
０
０
人
に
増
加
し
て
第
１

位
を
目
指
す
。
学
生
2
人
に
1
人
が
在

学
中
に
留
学
す
る
こ
と
に
な
る
。

　

そ
の
一
方
で
、
海
外
か
ら
毎
年
１
５

０
０
人
の
留
学
生
を
受
け
入
れ
、
日
本

人
学
生
と
融
合
し
て
学
ぶ
プ
ロ
グ
ラ
ム

も
設
定
。
キ
ャ
ン
パ
ス
の
中
に
グ
ロ
ー

バ
ル
な
教
育
環
境
を
実
現
す
る
。
そ
の

た
め
の
基
盤
整
備
と
し
て
、
ク
オ
ー
タ

ー
制
（
４
学
期
制
）
の
拡
大
、
英
語
に

よ
る
授
業
の
拡
大
、
英
語
教
育
の
強
化

な
ど
を
推
進
し
て
い
く
予
定
だ
。

「
海
外
留
学
は
あ
く
ま
で
選
択
肢
の
一

つ
。
国
内
で
も
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
に
必

※
次
回
は
12
月
22
日
号（
12
月
15
日
発
売
）に
て『
国
連・国
際
機
関
』編
を
掲
載
す
る
予
定
で
す
。

要
な
タ
フ
ネ
ス
と
主
体
性
を
身
に
付
け
、

多
様
性
へ
の
理
解
を
深
め
て
い
け
る
プ

ロ
グ
ラ
ム
に
し
ま
す
」
と
村
田
学
長
は

語
る
。

　

ま
た
、「
ハ
ン
ズ
オ
ン
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
・

プ
ロ
グ
ラ
ム
」
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

や
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
な
ど
も
含
ま
れ

る
実
践
型
学
習
で
国
内
は
も
ち
ろ
ん
海

外
で
も
行
う
予
定
だ
。

　

副
専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
含
め
て
、
ま

さ
に
垣
根
を
越
え
て
学
際
と
国
際
を
学

生
が
往
来
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
り
、

大
学
が
そ
の
母
港
に
な
る
と
い
う
意
味

も
こ
れ
で
理
解
で
き
る
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。

「
教
育
の
質
保
証
に
も
つ
な
が
る
改
革

で
あ
り
、
学
生
が
自
ら
考
え
抜
き
、
自

ら
行
動
す
る
力
を
育
成
す
る
新
た
な
教

育
手
法
だ
と
自
負
し
て
お
り
ま
す
」

国
連
・
国
際
機
関
への

ル
ー
ト
も
拡
充

　

そ
の
ほ
か
に
も
様
々
な
提
案
が
盛
り

込
ま
れ
て
い
る
が
、
学
生
に
直
接
的
に

関
係
が
あ
り
、
注
目
を
集
め
そ
う
な
の

は
「
国
連
・
国
際
機
関
へ
の
ゲ
ー
ト
ウ

ェ
イ
創
設
」
だ
ろ
う
。

「
04
年
か
ら
国
連
ユ
ー
ス
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
実
施
し
て
お
り
、
政
府
と
国
連
と

本
学
が
三
位
一
体
と
な
っ
た
『
Ｋ
Ｇ
Ｕ

モ
デ
ル
』
と
し
て
国
連
の
英
語
版
資
料

で
も
公
式
に
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
実
績
を
ベ
ー
ス
に
、
国
際
機
関
で
活

躍
す
る
人
材
を
送
り
出
し
て
い
き
た
い
。

キ
ャ
リ
ア
づ
く
り
ま
で
含
め
て
、
包
括

的
に
支
援
す
る
体
制
を
作
り
ま
す
」

　

具
体
的
に
は
、
学
部
で
は
副
専
攻
に

「
国
連
・
外
交
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
新
設

す
る
ほ
か
、
大
学
院
で
も
研
究
科
を
横

断
し
た
共
同
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
国
連
・
外

交
コ
ー
ス
」
を
設
置
。
さ
ら
に
外
務
省

と
連
携
し
て
キ
ャ
リ
ア
支
援
を
行
う

「
関
西
学
院
大
学
国
際
機
関
人
事
セ
ン

タ
ー
」
を
新
た
に
立
ち
上
げ
る
。
国
連

に
限
ら
ず
、
外
交
官
や
国
際
的
な
Ｎ
Ｇ

Ｏ
を
目
指
す
学
生
に
と
っ
て
、
同
大
学

は
有
力
な
ル
ー
ト
に
な
っ
て
い
く
に
違

い
な
い
。

「
本
学
は
学
生
の
自
主
的
な
チ
ャ
レ
ン

ジ
に
こ
だ
わ
り
を
持
ち
続
け
、
支
援
を

惜
し
む
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
こ

そ
が
新
し
い
大
学
の
姿
を
創
成
す
る
と

信
じ
て
い
る
か
ら
で
す
」

仕
の
た
め
の
練
達
）に
代
表
さ
れ
る『
キ

リ
ス
ト
教
主
義
に
基
づ
く
全
人
教
育
』

で
す
。
こ
れ
ら
は
学
生
一
人
ひ
と
り
を

大
切
に
す
る
姿
勢
の
表
れ
で
あ
り
、
ま

さ
に
キ
リ
ス
ト
教
主
義
を
精
神
的
支
柱

に
し
て
い
る
関
学
な
ら
で
は
の
特
長

で
、
創
立
時
か
ら
宣
教
師
た
ち
を
中
心

と
す
る
「
国
際
性
」
を
基
盤
と
し
て
、

継
承
さ
れ
て
き
た
こ
と
な
の
で
す
」

　

こ
れ
を
簡
単
に
ま
と
め
れ
ば
、
学
部

間
の
垣
根
が
低
い
と
い
う「
学
際
性
」と
、

開
学
当
初
か
ら
の
伝
統
で
あ
る
「
国
際

性
」
の
２
つ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

「
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
で
求
め
ら
れ
る
人

材
は
、
英
語
力
に
加
え
て
キ
ー
コ
ン
ピ

テ
ン
シ
ー
（
核
と
な
る
能
力
）
が
必
要
。

こ
の
２
つ
の
特
長
を
う
ま
く
融
合
す
る

こ
と
で
、
そ
の
能
力
を
育
成
で
き
な
い

か
と
考
え
、
今
回
の
構
想
が
生
ま
れ
た

の
で
す
」

　

構
想
の
名
称
は
「
国
際
性
豊
か
な
学

術
交
流
の
母
港
『
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ア
カ

デ
ミ
ッ
ク
・
ポ
ー
ト
』の
構
築
」
。
同
大

学
を
日
本
と
海
外
の
学
生
や
教
職
員
が

頻
繁
に
往
来
す
る
「
母
港
」
と
し
て
、

世
界
を
駆
け
め
ぐ
り
、
競
い
合
い
、
支

え
合
っ
て
協
働
で
き
る
「
世
界
市
民
」

の
育
成
を
目
標
と
し
て
い
る
。

　

こ
の
「
母
港
」
を
学
生
自
身
が
主
体

的
に
有
効
活
用
で
き
る
新
し
い
制
度
が

「
ダ
ブ
ル
チ
ャ
レ
ン
ジ
制
度
」で
あ
り
、

教
育
Ｏ
Ｓ
（
オ
ペ
レ
ー
テ
ィ
ン
グ
・
シ

ス
テ
ム
）
の
刷
新
と
表
現
し
て
い
る
。

教
育
の
基
本
的
手
法
を
、
根
本
的
に
改

革
し
た
の
で
あ
る
。

を
高
め
て
い
る
た
め
、
こ
う
し
た
教
育

改
革
が
競
争
力
に
つ
な
が
る
と
認
識
さ

れ
て
い
る
の
だ
。

「
日
本
で
も
そ
れ
に
負
け
な
い
教
育
モ

デ
ル
を
提
案
し
て
欲
し
い
と
い
う
の
が

文
部
科
学
省
の
本
当
の
ね
ら
い
で
し
ょ

う
。
海
外
に
行
く
学
生
を
増
や
せ
ば
い

い
と
い
う
単
純
な
こ
と
で
は
な
い
の
で

す
」（
村
田
学
長
、
以
下
同
）

学
際
性
と

国
際
性
の
融
合
を
目
指
す

「『
ス
ー
パ
ー
グ
ロ
ー
バ
ル
大
学
創
成

支
援
』
に
提
案
す
る
構
想
を
練
る
う
え

で
、
関
学
の
特
長
を
見
直
し
て
み
ま
し

た
。
そ
の
中
で
出
て
き
た
の
が
１
９
７

０
年
代
か
ら
実
践
し
て
き
た
『
学
部
の

垣
根
を
越
え
た
少
人
数
教
育
』、そ
し
て

ス
ク
ー
ル
モ
ッ
ト
ー
で
あ
る
〝
M
a
s

t
e
r
y  

f
o
r  

S
e
r
v
i
c
e
〞（
奉
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教
育
Ｏ
Ｓ
を
刷
新
し
た

「
ダ
ブ
ルチ
ャレン
ジ
制
度
」で
、

国
際
協
働
で
き
る
世
界
市
民
を
育
成

関
西
学
院
大
学
の
構
想
は「
国
際
性
豊
か
な
学
術
交
流
の
母
港

『
グ
ロ
ー
バ
ル・ア
カ
デ
ミ
ッ
ク・ポ
ー
ト
』の
構
築
」と
題
さ
れ
て
い
る
。

日
本
と
海
外
の
学
生・教
職
員
が
頻
繁
に
往
来
す
る
母
港
に
な
る
こ
と
を
意
味
す
る
が
、

同
時
に「
ダ
ブ
ル
チ
ャ
レ
ン
ジ
制
度
」を
創
設
。

学
問
や
国
の
垣
根
を
越
え
た「
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『グローバル・アカデミック・ポート』構想図

※文部科学省「学校基本調査」より
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